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□侵食メカニズムの推定

宮崎海岸では、これまで、年間20～30万ｍ3の海浜土砂

が減少している。現在の漂砂・流砂環境下で現状の砂浜

(海浜)を維持するためには、年間20～30万ｍ3の土砂供給

が永続的に必要となる。

⇒宮崎海岸における侵食対策では、土砂供給(養浜)が必要

であり、効果的・効率的な実施が課題

推定している漂砂移動や懸念している養浜の影響、期

待している養浜の効果や施工面の課題を現地で確認して

いく必要がある。
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１．試験養浜の目的１．試験養浜の目的
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□推定している漂砂移動

□懸念している周辺環境への影響

⇒H18年度石崎浜試験養浜において、H19年

4号台風来襲時に海域への供給を確認

・漂砂移動(養浜盛土流出)は高波浪
時に卓越。

⇒H18年度石崎浜試験養浜時他において、ト
レーサー調査により確認

・高波浪時は沿岸漂砂は北向きが卓
越、通年では沿岸漂砂は南向きが卓
越。
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２．試験養浜における確認事項２．試験養浜における確認事項
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⇒H19年度動物園沖海中養浜(500ｍ3程度/
回)では、影響は認められなかった。

⇒H19年度石崎浜養浜盛土押土では、影響
は認められなかった。

・静穏時における濁りの滞留による
漁業等への影響

⇒ 調査継続中・粒度組成の変化、底生生物への影
響

⇒ H18年度石崎浜試験養浜において、施工
時の締固め、浜崖の形成があることを確認。
その後、施工方法を改良し、産卵を確認。

・人為的な土砂投入(大淀川河道掘
削土砂による盛土等)によるウミガメ
の上陸・産卵への影響

□期待している養浜の効果

⇒H20年度に動物園裏養浜（陸上：約1.7万ｍ
3：小丸川掘削土砂(粗粒材))にて試験実施中

・細砂に比べ礫は動きにくい。粒径の
大きい養浜材は歩留まり効率がよく、
海浜断面の維持・形成に効果的なの
ではないか。

⇒H20年度に動物園沖海中養浜(約11万ｍ3)
にて試験予定。

・大規模(侵食量相当)の土砂を投入
すれば海浜土量(海浜地形)は維持さ
れ、侵食の進行は抑制されるのでは
ないか。
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２．試験養浜における確認事項２．試験養浜における確認事項
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⇒石崎浜、動物園裏の２箇所において、異な

る施工方法(陸上養浜・海中養浜)や投入材料

(砂、礫)を試験中。

・コスト(河川管理・港湾管理との連携、

養浜材の分級、異物除去)

・生活環境への影響(ダンプトラックに

よる大量輸送など)

・施工方法、施工期間、搬入路

□施工面の課題



３．これまでの試験養浜３．これまでの試験養浜
（１）実施状況（１）実施状況

0 2(km)
平成19年8月撮影

動物園沖石崎浜

0 200(m)
0 200(m)

動物園裏
石崎浜

海中養浜(H20.3)約0.9万m3マリーナ港口部の浚渫土砂動物園沖（海中）

陸上養浜(H18.12～H19.5)
約 0.5万m3

(背後仮置き：約7.0万m3)
大淀川掘削土砂石崎浜（北工区）

陸上養浜(H18.12～H19.3) 約 2.5万m3大淀川掘削土砂石崎浜（南工区）

養浜方法（施工方法）投入量材 料場 所

北工区 南工区

石崎浜南工区 施工完了時
(平成19年5月30日撮影)

海中養浜工事（港湾）の状況
（平成20年年3月11日撮影）

石崎浜北工区
（海岸背後の仮置き）
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３．これまでの試験養浜３．これまでの試験養浜
（２）広域トレーサー調査（２）広域トレーサー調査

• 試験養浜の土砂動態把握のため、宮崎港～一ツ瀬川河口北
側までの広域のトレーサー調査を実施。

広域トレーサー調査範囲（H20.1.15～16実施）

試験養浜実施地点

0

1

2

トレーサー投入からの経過年（年）

トレーサー調査地点
（底質採取地点）

 ： トレーサー投入地点
● ： 今回調査でのトレーサー検出地点

（色：トレーサーの色を示している）

トレーサー投入後1.5～2年の移

動状況を見ると南向きに移動

トレーサー投入後半年の移動
状況を見ると、北向きに移動
（⇒台風時期は北向きに移動）

現時点で、一ツ
瀬川を越える
土砂移動は確
認されていない

一ツ瀬川

1.3km 2.6km

2.1km

6.1km

1.7km

H18.1投入

H18.8投入

H19.7投入
H19.9投入
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（１）施工中
2007年3月13日撮影

（２）施工完了時
2007年5月30日撮影

（３）台風0704号通過後
2007年7月15日撮影

（４）台風0705号通過後
2007年8月3日撮影

３．これまでの試験養浜３．これまでの試験養浜
（３）（３）石崎浜（南工区）：土砂供給状況石崎浜（南工区）：土砂供給状況
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３．これまでの試験養浜３．これまでの試験養浜
（３）（３）石崎浜（南工区）：土砂供給状況石崎浜（南工区）：土砂供給状況

2007年3月13日撮影

7/157/147/137/12

期間 : 2007年 7月12日～2007年 7月15日
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台風0704号 （宮崎最接近 7/14） 台風0705号 （宮崎最接近 8/2）

8/48/38/28/1

8

• 満潮位面(T.P.+1.2ｍ)より高所に投入された盛土養浜材(施工
時の締め固め有)は、下記の台風来襲時に海域に供給された。



３．これまでの試験養浜３．これまでの試験養浜
（３）（３）石崎浜（南工区）：盛土養浜の状況石崎浜（南工区）：盛土養浜の状況

H19 アカウミガメ産卵状況

北 11 ／ 17
南 2 ／ 33

（ 産卵数 ／ 上陸数 ）
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養浜天端上で産卵が確認

改良後約5ヶ月：平成20年7月28日撮影

仮置土砂を遡上域まで押土。
養浜盛土の天端を低くし、緩やかな
海浜勾配を形成。

⇒顕著な浜崖は生じず

改良前：平成19年7月28日撮影

←浜崖

改良断面
（ 平成20年2月実施）

改良前の断面
（ 平成19年12月測量）

仮置土

押土による盛土

仮置時の施工断面
（平成19年5月）

３．これまでの試験養浜３．これまでの試験養浜
（４）（４）石崎浜（北工区）：施工方法の改良石崎浜（北工区）：施工方法の改良
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最近の状況：平成20年11月16日撮影

緩やかな海浜勾配が維持され、
⇒顕著な浜崖は生じておらず

• 養浜盛土の天端
高を低くし、緩や
かな勾配にするこ
とで浜崖の形成を
抑制



H20.2.29 10:00撮影
（満潮時：T.P.+0.41m）

濁りの範囲
（100～150m）

濁りの範囲
（300～400m）試験施工地点

３．これまでの試験養浜３．これまでの試験養浜
（４）（４）石崎浜（北工区）：石崎浜（北工区）： 試験施工中の濁りについて試験施工中の濁りについて--満潮時満潮時
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定点
カメラ

濁りの範囲

濁りなし

北向

南向

北向

南向

同時刻の定点カメラ画像

・養浜土砂による濁りの発
生・拡散は確認されたが、
漁業等への支障は特になし。

・仮置き土砂を遡上域まで
押土し、波浪により海中に
供給。

0 2(km)
平成19年8月撮影

動物園裏石崎浜

0 200(m)
0 200(m)

動物園裏
石崎浜

海中養浜：地形および底質の変化（粒径・
底生生物）、施工中の濁水を調査

約11万m3宮崎港航路拡幅浚渫土砂動物園沖（海中）

陸上養浜：粗粒材の動きを調査約 1.7万m3小丸川掘削土砂動物園裏（陸上）

約3～4万m3三財川掘削土砂

陸上養浜
：地形および底質の変化（粒径・底生生
物）、施工中の濁水や、施工後の浜崖の
形成状況を調査

約3～4万m3仮置土砂(大淀川掘削土砂)

石崎浜北（陸上）

施工方法、試験・調査概要投入予定量材 料場 所

４．今年度４．今年度(H20)(H20)の試験養浜の試験養浜
（１）試験・調査概要（１）試験・調査概要
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４．今年度の試験養浜４．今年度の試験養浜
（２）（２）試験養浜モニタリング試験養浜モニタリング

約11万m3宮崎港航路拡幅
浚渫土砂

動物園沖
（海中）

約1.7万m3小丸川掘削土砂
動物園裏
（陸上）

約3～4万m3三財川掘削土砂

□実施前後の海浜・海中の地形変化を調査

汀線・深浅測量
□実施前後の表層の粒度組成を調査

底質調査
□粗粒材の動きを調査

トレーサー調査
□海底状況を観察する

ビデオ撮影
□実施前後の海中の水質変化を調査

水質調査
□実施前後の砂浜の堆積状況を調査

トレンチ調査

約3～4万m3仮置土砂
(大淀川掘削土砂)

石崎浜北
(陸上)

モニタリング事項投入予定量材 料場 所
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４．今年度の試験養浜４．今年度の試験養浜
（２）（２）試験養浜モニタリング試験養浜モニタリング：トレンチ調査の実施状況：トレンチ調査の実施状況
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動物園裏（護岸前面）のバーム近傍でトレンチ調査を実施（2箇所）
石崎浜の養浜箇所周辺でも実施予定（1箇所を予定）

H21.1.8 H21.1.9



４．今年度の試験養浜４．今年度の試験養浜
（３）（３）現在の実施状況：石崎浜北現在の実施状況：石崎浜北
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A

A’

掘削押土

AA’ 5m

3%
T.P+6m

H.W.L.
T.P+4m

H21.1.24撮影

A

A’

養 浜

４．今年度の試験養浜４．今年度の試験養浜
（３）（３）現在の実施状況：動物園裏（陸上）現在の実施状況：動物園裏（陸上）
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AA’ 10m

1：4
T.P+6.1m

H.W.L.

H21.1.21撮影



４．今年度の試験養浜４．今年度の試験養浜
（３）（３）現在の実施状況：動物園沖（海中）現在の実施状況：動物園沖（海中）
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出典：航路（-9ｍ）浚渫工事のお知らせ（国交省宮崎港湾・空港事務所）


